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               論   文   の   要   旨 
 


























制する。そこで、CIAモデルに対する有効性が確認されている IKKβ阻害薬 Compound Dの薬効機序解析か














               審   査   の   要   旨 
 
 
本学位論文において田中氏は、関節リウマチの主症状である関節炎の発症メカニズムを解明する目的で、
関節組織における炎症性サイトカインの遺伝子発現を詳細に解析し、サイトカインの中でもTNFαが関節炎
の発症・進展に強く関与することを明らかにした。さらに、TNFαの中和抗体ならびにその細胞内シグナル
伝達を阻害する薬剤が関節炎の発症・進展を抑制することを明らかにした。これらの研究成果は、関節リウ
マチの複雑な病態メカニズムのさらなる解明と新たな治療薬開発に貢献するものであり高く評価される。ま
たシグナル伝達阻害剤は他のサイトカインの作用も阻害できるため、様々な疾患への適用が期待される。 
平成27年2月2日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
